
新
年
の
ご
挨
拶
　

新
年
の
ご
挨
拶
　

　
新
年
あ
け
ま
し
て

�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
県
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
一
人
ひ
と
り
の
努
力
の
結
果
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
新
規
感
染
者
が

奈
良
県
内
で
も
大
変
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
本
年
は
、“
う
つ
ら
な
い
、う
つ
さ

な
い
”
を
目
標
に
ク
ラ
ブ
活
動
も
再
開

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

県
老
連
の
事
業
と
し
て
、昨
年
の
後

半
に
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
、指
導
者
研
修
会
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特
に
二
年
越
し
で
開

催
で
き
た
健
康
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
大

会
は
、斑
鳩
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

方
々
の
心
の
こ
も
っ
た“
お
も
て
な
し
”

に
よ
り
、『
世
界
遺
産
の
法
隆
寺
と
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
コ
ー
ス
』を
楽
し
く

歩
く
こ
と
が
で
き
、斑
鳩
町
老
連
の
皆

様
に
は
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
今
年
度
は
、昨
年
度
か
ら
始
め

た
出
前
講
座
の
充
実
と
、フ
レ
ー
ル
予

防
対
策
、認
知
症
予
防
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

奈
良
県
で
は
福
祉
の
奈
良
モ
デ
ル
を

推
進
す
る
た
め
に
、「
全
て
の
人
に
や

さ
し
い
福
祉
の
町
づ
く
り
」

の
た
め
の
施
策
を
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ

こ
で
県
老
連
と
し
て
も
県
の
動
き
と
連

携
し
て
、高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

と
社
会
参
加
の
推
進
に
尽
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
と
皆

様
方
の
ご
健
康
を
祈
念
申
し
上
げ
、新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
猛
威
を
振
る
い
、こ
れ
ま
で
の

通
い
の
場
の
休
止
や
、運
動
や
外
出
の

機
会
が
減
る
時
期
が
続
き
ま
し
た
。
家

で
過
ご
す
時
間
が
長
く
な
る
と
、フ
レ

イ
ル
状
態（
心
身
と
も
に
弱
っ
た
状
態
）

に
陥
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
の
取
組
が
円
滑
に
推
進
さ
れ
、高

齢
者
の
健
康
維
持
等
の
効
果
を
上
げ
る

た
め
に
は
、県
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り

の
お
力
添
え
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
老

人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
は
、友
愛
活
動
や

健
康
づ
く
り
活
動
な
ど
フ
レ
イ
ル
予
防

及
び
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
な
が
る
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
お
り
、地
域
に
お
け
る
シ
ニ
ア
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、ま
た
、地
域
福
祉
の
担

い
手
と
し
て
、今
後
よ
り
一
層
ご
活
躍

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様

を
は
じ
め
、関
係
機
関
や
市
町
村
と
連

携
を
図
り
、引
き
続
き
各
種
施
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
防
止
や
日
頃
の
健
康
管
理

に
ご
留
意
い
た
だ
く
と
と
も
に
、引
き

続
き
元
気
に
活
動
を
継
続
し
、高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
と
社
会
参
加
の
推

進
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、貴
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
と
、皆
様
の
健
康
長
寿
を
祈
念
申
し

上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
　
会
長

中
村 

秀
雄

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
新
た
な
年
を
迎
え
、皆
様
と
そ
の
ご

家
族
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
、

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
民
の
皆
様
の
健
康
を
守
る
こ
と
は

県
政
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
、健
康
で

長
生
き
を
し
て
い
た
だ
き
、健
康
寿
命

日
本
一
に
な
る
こ
と
が
奈
良
県
の
目
標

で
す
。
高
齢
者
や
子
ど
も
が
、充
実
し

た
健
康
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、医
療
提

供
体
制
の
整
備
充
実
だ
け
で
な
く
、生

活
環
境
全
般
が
健
康
指
向
に
な
る
よ

う
、県
を
挙
げ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

奈
良
県
知
事

荒
井 

正
吾
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椿寿―荘子よりの引用。八千
歳を春とし、八千歳を秋とする
という木で、長寿を祝う意味。
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行
事
の
実
施
と
そ
の
概
要

　
行
事
の
実
施
と
そ
の
概
要

●

九
月
九
日（
県
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
）

　

�

老
人
福
祉
功
労
者
等
表
彰
式

●

九
月
十
五
日（
橿
原
公
苑
陸
上
競
技
場
）

　

�

奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

�

（
別
掲
4
ｐ
）

　

参
加
チ
ー
ム　

三
十
チ
ー
ム

　

優　

勝　

本　

郷
A（
宇
陀
市
）�

7
コ
ー
ト

　

準
優
勝　
大
和
高
田（
大
和
高
田
市
）�

5
コ
ー
ト

　

三　

位　

上　

 

牧（
上
牧
町
）�

6
コ
ー
ト

　

コ
ー
ト
賞

　

1
コ
ー
ト　

冨
久
寿
会（
五
條
市
）

　

2
コ
ー
ト　

本　

郷
B（
宇
陀
市
）

　

3
コ
ー
ト　

矢　

田（
大
和
郡
山
市
）

　

4
コ
ー
ト　

瓦　

口（
香
芝
市
）

　

8
コ
ー
ト　

御　

所（
御
所
市
）

●

九
月
二
十
日

　

�

全
国
一
斉
社
会
奉
仕
の
日

●

九
月
二
十
二
日

　

�

第
五
十
回
理
事
会

●

十
月
一
日（
近
鉄
奈
良
駅
周
辺
）

　

�

赤
い
羽
根
街
頭
募

金
活
動�

�

共
同
募
金
運
動
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
に
県
老

連
か
ら
女
性
部
役

二
人
と
事
務
局
で

参
加
し
ま
し
た
。

●

十
月
六
日（
橿
原
運
動
公
園
ま
ほ
ろ
ば
広
場
）

　
県
老
連
ペ
タ
ン
ク
大
会�

（
別
掲
4
ｐ
）

　

参
加
者　

六
十
九
人

　

1
ブ
ロ
ッ
ク　

葛
城
A	

（
葛
城
市
）

　

2
ブ
ロ
ッ
ク　

香
芝	

（
香
芝
市
）

　

3
ブ
ロ
ッ
ク　

郡
山
E	

（
大
和
郡
山
市
）

　

4
ブ
ロ
ッ
ク　

郡
山
C	

（
大
和
郡
山
市
）

　

5
ブ
ロ
ッ
ク　

郡
山
B	

（
大
和
郡
山
市
）

　

6
ブ
ロ
ッ
ク　

郡
山
D	

（
大
和
郡
山
市
）

　

準
優
勝　

　

1
ブ
ロ
ッ
ク　

高
田
A	
（
大
和
高
田
市
）

　

2
ブ
ロ
ッ
ク　

橿
原
C	

（
橿
原
市
）

　

3
ブ
ロ
ッ
ク　

葛
城
B	
（
葛
城
市
）

　

4
ブ
ロ
ッ
ク　

天
理
①
朝
和	
（
天
理
市
）

　

5
ブ
ロ
ッ
ク　

生
駒
ア
ン
ト
レ	（
生
駒
市
）

　

6
ブ
ロ
ッ
ク　

天
理
⑥
柳
本
Ａ	（
天
理
市
）

●

十
月
八
日（
奈
良
若
草
Ｃ
・
Ｃ
）

　
県
老
連
ゴ
ル
フ
大
会�

（
別
掲
5
ｐ
）

　

参
加
者　

五
十
一
人

　

優　

勝　

中
西
信
吾　
（
橿
原
市
）

　

準
優
勝　

西
本
清
一　
（
田
原
本
町
）

　

三　

位　

岩
永
聖
子　
（
川
西
町
）

●

十
月
二
十
二
日（
県
社
福
総
合
セ
ン
タ
ー
）�

　
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
研
修
会

�

（
別
掲
6
ｐ
）

　

参
加
者　

百
八
十
五
人

　

○
表
彰　

○
事
例
発
表	

●

十
一
月
二
日（
橿
原
公
苑
陸
上
競
技
場
）�

　
県
老
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

�

（
別
掲
5
ｐ
）

　

参
加
者　

二
百
三
十
三
人	�

ス
コ
ア

　

優　

勝　

山
中　

保
子（
香
芝
市
）	

31

　

準
優
勝　

林　
　

勝
人（
天
理
市
）	

33

　

三　

位　

吉
井
美
枝
子（
天
理
市
）	

33

　

四　

位　

幾
川
紀
美
子（
橿
原
市
）	

33

　

五　

位　

梅
本　

妙
子（
橿
原
市
）	

34

　

六　

位　

宇
陀　

武
夫（
吉
野
町
）	

34

　

七　

位　

石
井　

幸
彦（
三
宅
町
）	

35

　

八　

位　

西
川　

好
恵（
王
寺
町
）	

35

●

十
一
月
九
日（
火
）�

　
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

●

十
一
月
十
三
日（
斑
鳩
町
）�

　
県
老
連
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会�

�

（
別
掲
7
ｐ
）

●

十
二
月
一
日（
広
陵
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
）�

　
県
老
連
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会（
別
掲
7
ｐ
）

　

参
加
者　

百
四
十
四
人

　

優　

勝　

藤
本　

峯
雄（
香
芝
市
）

　

準
優
勝　

田
中　
　

保（
香
芝
市
）

　

第
3
位　

石
倉　

誓
治（
広
陵
町
）

�

他
賞
あ
り（
別
掲
参
照
）

●

令
和
3
年
実
施
分

＊
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
等
講
師
派
遣
事
業
＊

�

（
別
掲
8
ｐ
）

　

昨
年
7
月
、理
事
会
お
よ
び
臨
時
評

議
員
会（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
書
面
決
議
）で
、
評
議

員
が
1
名
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
評
議
員　

平
瀬　

肇
万　

十
津
川
村

奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
新
評
議
員
の
選
任

　
新
評
議
員
の
選
任

県
老
連
だ
よ
り

月
日

ク
ラ
ブ
名

講
座
種
目

人
数

四・八
香
芝
市
女
性
部
会
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操

18

六・一
葛
城
市
南
道
穂
支
部
公
式
ワ
ナ
ゲ

10

七・十
一
土
庫
老
人
ク
ラ
ブ
弥
生
会
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア

20

八・五
初
香
台
長
寿
会

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア

32

九・二
十
八

香
芝
市
女
性
部
会
手
芸
講
習

35

九・二
十
八

生
駒
市
老
連
北
部
マ
グ
ダ
ー
ツ

40

九・三
十
生
駒
市
老
連
中
部
マ
グ
ダ
ー
ツ

40

十・七
生
駒
市
老
連
南
部
マ
グ
ダ
ー
ツ

40

十・十
四
田
原
本
町
老
連

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操

44

十・二
十
八

橿
原
市
老
連

講
演

150

十
一・十
八

五
條
市
女
性
部
会
講
演

45

十
一・三
十
葛
城
市
南
道
穂
支
部
マ
グ
ダ
ー
ツ

10

十
二・七
桜
井
市
老
連

マ
グ
ダ
ー
ツ

30

十
二・十
三
川
西
町
結
崎
団
地
支
部
マ
グ
ダ
ー
ツ

40
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葛
城
市　

兵
家
第
1
支
部

　

葛
城
市　

長
尾
第
2
支
部

　

葛
城
市　

尺
土
第
3
支
部

　

山
添
村　

万
年
青
会

　

平
群
町　

緑
ヶ
丘
長
寿
会（
緑
寿
会
）　

　

斑
鳩
町　

三
町
老
人
ク
ラ
ブ

　

広
陵
町　

安
部
老
人
ク
ラ
ブ

　
今
後
の
主
な
行
事
予
定

　
今
後
の
主
な
行
事
予
定

令
和
四
年

●

二
月
二
日（
東
京
都
）

　

都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
連
代
表
者
会
議

●

二
月
八
日
～
三
月
十
五
日（
内
六
日
間
）

　

介
護
予
防・健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

●

二
月
十
日（
県
社
福
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　

県
老
連
女
性
部
会
活
動
研
修
会

●

二
月
十
七
日（
大
阪
市
）

　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

●

三
月
三
日（
県
社
福
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　

第
五
十
一
回
理
事
会

●

三
月
十
一
日（
東
京
都
）

　

全
老
連　
評
議
員
会

●

三
月
十
七
日（
県
社
福
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　

女
性
部
会
常
任
委
員
会

＊�
全
老
連
会
長
表
彰
育
成
功
労
表
彰

　

奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

梶
嶋　

忠
男
理
事

　

前
五
條
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�
岡
本　

紀
彦
会
長

＊�

全
老
連
会
長
表
彰
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

川
上
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

大
浦　

勝
司
会
長

＊
老
人
福
祉
功
労
者
等
表
彰

《
奈
良
県
知
事
表
彰
》　

・
優
良
老
人
ク
ラ
ブ　

十
三
団
体

　
大
和
高
田
市	

今
里
長
生
会

　
大
和
郡
山
市	

上
三
橋
老
友
会

　

桜
井
市	

滝
藏
権
現
桜
会

　

五
條
市	

相
谷
春
秋
会

　

生
駒
市	

桜
ヶ
丘
小
学
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

香
芝
市	

真
美
6
・
7
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　

葛
城
市	

兵
家
第
2
支
部

　

宇
陀
市　

古
市
場
第
一
み
く
ま
り
長
寿
会

　

山
添
村　

遅
瀬
敬
神
養
老
ク
ラ
ブ

　

平
群
町　

北
信
貴
ヶ
丘
長
寿
会

　

三
宅
町　

上
但
馬
団
地
老
人
ク
ラ
ブ

　

広
陵
町　

沢
老
人
ク
ラ
ブ

　

下
市
町　

新
町
若
葉
会

《
県
老
連
会
長
表
彰
》

・
優
良
老
人
ク
ラ
ブ　

十
六
団
体

　
大
和
高
田
市	

八
幡
ク
ラ
ブ

　

桜
井
市	

大
泉
福
寿
会

　

五
條
市　

北
宇
智
第
4
睦
会

　

生
駒
市　

白
庭
台
白
朗
会

　

香
芝
市　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
五
位
堂
第
2

　

葛
城
市　

南
藤
井
支
部

機
関
紙
「
大
椿
寿
」
は

奈
良
県
共
同
募
金
会
の
助
成
金
を
受

け
て
発
行
し
て
い
ま
す
。�

県
老
連

　

葛
城
市　

長
尾
第
1
・
第
2
・
第
3
支
部

　

宇
陀
市　

み
む
ろ
老
人
会

　

山
添
村　

福
寿
会

　

安
堵
町　

か
し
の
木
台
老
人
ク
ラ
ブ

　

川
西
町　
川
西
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
辻
支
部

　

田
原
本
町　

藏
堂
長
寿
会

　

王
寺
町　

門
前
だ
る
ま
会

　

上
牧
町　

�

片
岡
台
一
丁
目
シ
ル
バ
ー
ク

ラ
ブ
明
朗
会

　

吉
野
町　

志
賀
老
松
会

　

川
上
村　

北
和
田
老
人
ク
ラ
ブ

・
感
謝
状　

六
名

　

岡
本　

紀
彦　
　

県
老
連
前
監
事

　

吉
田　

勝
行　
　

県
老
連
前
監
事

　

上
浦　

俊
明　
　

県
老
連
前
理
事

　

大
橋　

明
子　
　

県
老
連
前
理
事

　

福
嶋　

昭
代　
　

県
老
連
前
理
事

　

橋
本　

順
子　
　

県
老
連
前
理
事

＊
活
動
賞

《
全
老
連
会
長
表
彰
》　

四
団
体

　

生
駒
市　

ひ
か
り
が
丘
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ

　

葛
城
市　

疋
田
第
4
支
部

　
大
和
郡
山
市　

東
和
苑
睦
会

　

河
合
町　

河
合
町
老
連
女
性
部

《
県
老
連
会
長
表
彰
》　

二
団
体

　

三
郷
町　

信
貴
ヶ
丘
有
隣
会

　

広
陵
町　

つ
ば
さ
グ
ラ
ン
パ
の
会

＊
会
員
増
強
運
動
推
進
賞

《
県
老
連
会
長
表
彰
》　

十
三
団
体

　

五
條
市　

五
條
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

山
添
村　

山
添
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

黒
滝
村　

黒
滝
村
誠
心
会
連
合
会

　
大
和
郡
山
市　

�

片
桐
地
区
連
合
会
小
泉
北
の

町
老
友
会

　

生
駒
市　

あ
す
か
台
老
人
ク
ラ
ブ
松
寿
会

　

葛
城
市　

葛
木
支
部

各
種
表
彰
受
賞
団
体
・

各
種
表
彰
受
賞
団
体
・

個
人
の
方
々
の
ご
紹
介

個
人
の
方
々
の
ご
紹
介

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

1,000円（直径17㎜）　期間限定 2019年～2022年
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開
催
予
定
日
の
九
月
十
四
日
が
降
雨

延
期
と
な
り
、翌
十
五
日
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。雨
も
上
が
り
、暑
さ
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、曇
り
空
の
下
で
プ
レ
ー
が

で
き
ま
し
た
。参
加
チ
ー
ム
は
、三
十
チ
ー

ム
で
し
た
。今
年
は
、コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、

昼
食
を
挟
ま
ず
午
前
中
に
終
了
す
る
よ

う
に
配
慮
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、優
勝
カ
ッ
プ
の
返
還
が
あ
り
、

県
老
連
中
村
康
雄
副
会
長
の
挨
拶
、奈
良

県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
辻
本
隼
夫
会
長

の
ご
挨
拶
に
続
き
、昨
年
優
勝
の
三
宅
町

柳
風
会
チ
ー
ム
乾
田
治
選
手
の
選
手
宣

誓
と
進
み
、い
よ
い
よ
競
技
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。1
チ
ー
ム
２
ゲ
ー
ム
の
勝
敗
と

得
失
点
差
で
、順
位
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
。

優　勝 本郷Ａ 宇陀市
準優勝 大和高田 大和高田市
第３位 上牧 上牧町

競 技 結 果

1コート 冨久寿会 五條市
2コート 本郷Ｂ 宇陀市
3コート 矢田 大和郡山市
4コート 瓦口 香芝市
8コート 御所 御所市

コ ー ト 賞

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

県老連
中村副会長

準優勝

優勝

第3位

　

結
果
は
次
の
通
り
。

　

令
和
三
年
十
月
六
日
、秋
晴
れ
の
も

と
橿
原
市
運
動
公
園
ま
ほ
ろ
ば
広
場
で
、

県
老
連
ペ
タ
ン
ク
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。二
十
三
チ
ー
ム
が
集
ま
り
、競

い
合
い
ま
し
た
。今
年
は
コ
ロ
ナ
対
策

の
た
め
昼
食
を

挟
ま
ず
、６
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か

れ
て
、午
前
中

の
競
技
で
し
た
。

　

始
め
に
、県

老
連
小
高
亨
副

会
長
の
挨
拶
が

あ
り
、続
い
て

競
技
の
主
管
を

し
て
い
た
だ
く
奈
良
県
ペ
タ
ン
ク・ブ
ー

ル
連
盟
の
逸
﨑
保
会
長
よ
り
ご
挨
拶
、

文
栄
信
也
事
務
局
長
よ
り
競
技
説
明
の

あ
と
、競
技
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
一
年
ぶ
り
に
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
わ
」

と
言
い
な
が
ら
も
、賞
品
を
手
に
さ
れ

た
り
、競
技
の

合
間
に
練
習

さ
れ
た
り
、皆

さ
ん
真
剣
な

な
か
に
も
、和

気
藹
々
と
楽

し
く
プ
レ
ー

を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

ペ
タ
ン
ク
大
会

ペ
タ
ン
ク
大
会県老連

小高副会長
ペタンク・ブール連盟

逸﨑会長

チーム名 選　　　手

1ブロック 葛城Ａ 木 原 宏 芳 高 見 健 三 高見真理子

2ブロック 香　芝 島 田 武 勇 島 田 美 幸 山 口 千 鶴

3ブロック 郡山Ｅ 勝 谷　 修 梅 迫 誠 一 勝谷扶佐子

4ブロック 郡山Ｃ 鈴 木 敬 傅 江 口 博 志 西 廻　 隆

5ブロック 郡山Ｂ 香 西　 薫 脇 豊　 茂 横 田 三 夫

6ブロック 郡山Ｄ 高 石　 昭 北 川 三 郎 菅 原 良 夫

チーム名 選　　　手

1ブロック 高 田 Ａ 中 島 宏 和 堀 内 正 裕 清良井むつ子

2ブロック 橿 原 Ｃ 逸 崎 吉 隆 逸 崎 明 美 森 本 恵 久

3ブロック 葛 城 Ｂ 白 井 信 子 吉川恵美子 安永紀代子

4ブロック 天理①朝和 加 賀　 有 中 田 勝 久 高 西　 勉

5ブロック 生駒アントレ 松 原 茂 男 家 入 文 代 吉良イセノ

6ブロック 天理⑥柳本Ａ 北 村 健 治 瀬 戸 広 美 小島寿美子

優勝準優勝
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ン
キ
ュ
ー
観
光
様
・
奈
良
若
草
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
様
他　

　

結
果
は
次
の
通
り
。

　

令
和
三
年
十
月
八
日
、
奈
良
若
草
カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
お
い
て
、
五
十
一

人
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
と

は
打
っ
て
変
わ
っ
て
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日

和
で
、
皆
さ
ん
意
気
揚
々
と
出
発
さ
れ

ま
し
た
。

　

気
持
ち
よ
く
コ
ー
ス
を
ま
わ
ら
れ
た

後
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

取
り
な
が
ら
懇
親
会
と
お
待
ち
か
ね
の

表
彰
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
老
連
植
田
紘
一
副
会
長
が
た
く

さ
ん
の
ご
協
賛
を
集
め
て
く
だ
さ
り
、

参
加
賞
を
始
め
各
賞
が
充
実
し
て
い
ま

し
た
。

【
御
協
賛
い
た
だ
い
た
企
業
】

三
和
澱
粉
工
業
株
式
会
社
様
・
明
日

香
保
育
園
様
・
聖
寿
会
か
な
は
し
苑

様
・
ダ
イ
ヤ
製
薬
株
式
会
社
様
・
だ

ん
ご
庄
株
式
会
社
様
・
株
式
会
社

J
I
T
S
U
G
Y
O
様
・
株
式
会
社
サ

優　勝 中 西 信 吾
準優勝 西 本 清 一
３　位 岩 永 聖 子
４　位 中 島 宗 宏
５　位 吉 村 文 夫
６　位 岩 永 保 雄
７　位 森 浦 康 文

８位当日賞 森 本 正 則
９　位 松 本 文 雄
10 位 山 口 　 明

ベストグロス賞 吉 村 文 夫
B.B賞 田 中 　 勇

最高齢者賞（86歳） 添 田 　 勇

優　勝	 中西さん（右）
県老連	植田副会長（写真中央右）
準優勝	 西本さん（写真中央左）
第3位	 岩永さん（左）

県老連
植田副会長

ゴ
ル
フ
大
会

ゴ
ル
フ
大
会

優勝第3位 準優勝

も
あ
り
、競
技
も
思
っ
た
よ
り
早
く
に

終
了
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
。

　

素
晴
ら
し
い
秋
晴
れ
の
十
一
月
二
日
、

橿
原
公
苑
陸
上
競
技
場
で
県
老
連
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
、開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
二
百
三
十
三
名
で
し
た
。

　

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

と
し
て
、
昼

食
を
挟
ま
な

い
よ
う
午
前

中
に
終
了
す

る
よ
う
配
慮

し
ま
し
た
。

ま
た
、
密
に

な
る
選
手
控

室
は
使
用
せ

ず
待
機
場
所

は
観
客
席
に

し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、県

老
連
中
村
秀

雄
会
長
の
挨

拶
が
あ
り
、

次
に
主
管
の
県
グ
ラ
ウ
ン
ド・
ゴ
ル
フ

協
会
鷲
見
隆
男
会
長
の
ご
挨
拶
に
続
き

注
意
事
項
が
あ
り
、い
よ
い
よ
競
技
の

ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

選
手
の
入
れ
替
え
も
ス
ム
ー
ズ
に
進

み
、参
加
者
の
皆
さ
ん
も
、の
び
の
び
と

プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。
協
会
の
協
力

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

県G・ゴルフ協会
鷲見会長

県老連
中村副会長

順位 市町村 選手名

優勝 香芝市 山 中 保 子

準優勝 天理市 林 　 勝 人

3　位 天理市 吉井美枝子

4　位 橿原市 幾川紀美子

5　位 橿原市 梅 本 妙 子

6　位 吉野町 宇 陀 武 夫

7　位 三宅町 石 井 幸 彦

8　位 王寺町 西 川 好 恵

おめでとう
� ございます

令和 4 年 1 月 1 日年 2 回刊第181 号

― 5 ―

だ い ち ん じ ゅ



【
事
例
発
表
】

 「�

通
い
の
場
の
再
開
に
向
け
て

あ
な
た
の
元
気
を
届
け
よ
う
運
動
」

　

生
駒
市
老
連
顧
問　

�

ひ
か
り
が
丘
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ　

�

副
会
長　

市
川　

勝
巳

〈
発
表
要
旨
〉

＊�

昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
サ
ロ
ン
活

動
や
百
歳
体
操
な
ど
の
活
動
が
す
べ

て
自
粛
と
な
り
、
巣
ご
も
り
状
態
に

な
る
事
で
、
心
身
と
も
に
虚
弱
化
す

る
懸
念
が
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
心

と
心
を
つ
な
ぐ
工
夫
や
取
組
み
が
必

要
と
考
え
た
。

＊�

通
い
の
場
（
集
会
所
）
に
『
元
気
の

木
』
ボ
ー
ド
を
設
置
し
、
互
い
の

元
気
を
伝
え
合
う
仕
組
み
を
始
め

た
。
同
じ
場
所
、
同
じ
曜
日
・
時
間

に
自
由
に
集
ま
る
よ
う
に
し
た
こ
と

で
、
延
べ
百
六
十
名
を
超
え
る
参
加

者
が
あ
り
、
『
元
気
の
木
』
は
満
開

に
な
っ
た
。
取
組
み
の
効
果
と
し
て
、

「
通
い
の
場
」
へ
の
参
加
者
が
増
え
、

活
動
を
支
援
す
る
高
齢
者
も
現
れ
た
。

＊�

感
染
症
予
防
対
策
を
し
っ
か
り
行
っ

た
う
え
で
、
い
ろ
い
ろ
知
恵
を
出
し

な
が
ら
こ
れ
ま
で
の
習
慣
、
活
動
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
地
域

の
「
つ
な
が
り
」
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

《
追
記
》
ひ
か
り
が
丘
ふ
れ
あ
い
ク
ラ

ブ
は
、
奈
良

県
が
介
護
を

支
え
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
優
良
事
例

を
表
彰
す
る

『
奈
良
県
介

護
大
賞
、
あ

た
た
か
介
護

賞
』
を
受
賞

し
ま
し
た
。

ラ
ブ
連
合
会
会
長

表
彰
、
県
老
連
会

長
表
彰
が
伝
授
さ

れ
ま
し
た
。（
受
賞

者
は
、三
頁
記
載
）

　

続
い
て
、
県
長

寿
・
福
祉
人
材
確

保
対
策
課
田
中
裕

之
課
長
よ
り
、
ご

来
賓
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
二
日（
金
）「
奈
良
県
老
人

ク
ラ
ブ
指
導
者
研
修
会
」
を
、
奈
良
県

社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
6
階
大
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
と
同
様
に
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
予
防
対
策
と
し
て
参
加

者
を
会
場
定
員
の
半
数
に
制
限
す
る
と

と
も
に
、受
付
時
に
検
温
す
る
な
ど
の

対
応
を
取
り
ま
し
た
。

　

県
老
連
中
村
秀
雄
会
長
か
ら
、「
コ
ロ

ナ
の
新
規
感
染
者
数
が
減
少
す
る
な
か
、

皆
様
の
元
気
な
姿
を
見
て
大
変
喜
ん
で

い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、継

続
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

と
挨
拶
が
あ
り
、続
い
て
全
国
老
人
ク

県長寿・福祉人材確保対策課
田中課長

ひかりが丘ふれあいクラブ
市川副会長

老
人
ク
ラ
ブ

�

指
導
者
研
修
会
開
催
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お
楽
し
み
に
！

　

結
果
は
次
の
通
り
。

　

昨
年
予
定
し
て
い
た
斑
鳩
町
で
の
開

催
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
で
令
和
三
年
度
に
延
期
に
な
り
、十
一

月
十
三
日
に
二
年
越
し
で
開
催
で
き
ま

し
た
。そ
の
間
、斑
鳩
町
老
連
の
皆
さ
ん

は
、感
染
症
対
策
や
、ど
う
す
れ
ば
参
加

さ
れ
る
方
々
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
か
な
ど
、

事
細
か
に
準
備
を
重
ね
て
こ
ら
れ
、当
日

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

心
配
し
て
い
た
天
候
に
も
恵
ま
れ
開

会
式
に
は
、中
西

斑
鳩
町
長
様
に

ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
、小
村
県
議
会

議
員
も
公
務
多

忙
の
な
か
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

注
意
事
項
を
確
認
し
、十
時
十
分
、ゼ
ッ

ケ
ン
１
番
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。

　

参
加
チ
ー
ム
は
四
十
九
チ
ー
ム
。四
人

ひ
と
組
で
ピ
ン
ク（
右
回
り
）と
ブ
ル
ー

（
左
回
り
）に
分
か
れ
て
法
隆
寺
境
内
を

始
め
、斑
鳩
神
社
、

2
0
2
0
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
聖
火
が

通
っ
た
道
な
ど
約

6
㎞
を
、観
察
ク
イ

ズ
も
視
野
に
入
れ
、

ま
た
時
間
配
分
も

考
え
な
が
ら
歩
き

　

雨
上
が
り
の
十
二
月
一
日
、第
一
回
の

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
、広
陵
町
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
寒
さ
厳
し
く
、風
が
強
い
日

で
し
た
が
、参
加
者
の
皆
さ
ん
は
元
気

い
っ
ぱ
い
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ

ま
し
た
。近
年
に
人
気
が
出
て
き
た
ス

ポ
ー
ツ
で
、予
定
数
を
遙
か
に
オ
ー
バ
ー

し
百
四
十
四
人
の
参
加
で
し
た
。香
芝
市
、

広
陵
町
の
参
加
者
が
多
数
で
し
た
が
、五

條
市
や
吉
野
方
面
の
参
加
者
も
お
ら
れ

ま
し
た
。今
年
三
月
に
開
催
し
た
県
老

連
体
験
講
習
会
に
参
加
さ
れ
た
方
も
お

ら
れ
ま
し
た
。

　
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」「
も
っ
と
プ
レ
ー

が
し
た
い
」「
来
年
は
い
つ
で
す
か
」な
ど
、

や
る
気
満
々
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

香
芝
市
ふ
た
か
み
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
が
出
来
て
お
り
、練

習
や
大
会
も
さ
れ
て
い
ま
す
。小
さ
な
集

ま
り
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
、

サ
ー
ク
ル
や

同
好
会
で
楽

し
ま
れ
て
も

い
い
で
す
ね
。

　

令
和
4
年

度
も
、
開
催

し
ま
す
。

ま
し
た
。コ
ー
ス
内
で

は
グ
ラ
ウ
ン
ド・
ゴ
ル

フ
、じ
ゃ
ん
け
ん
、ワ

ナ
ゲ
の
ゲ
ー
ム
を
競

い
ま
す
。チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
で
ス
タ
ン
プ

を
も
ら
っ
て
、最
後
に

観
察
ク
イ
ズ
の
答
え

を
書
い
て
ゴ
ー
ル
で
す
。

　

リ
タ
イ
ア
も
な
く
、

十
四
時
十
八
分
ま
で

に
、全
員
が
元
気
に

戻
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
。

第
十
回
県
老
連

第
十
回
県
老
連

健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
inin
斑
鳩
斑
鳩

第
一
回
奈
良
県
老
連

第
一
回
奈
良
県
老
連

��

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

中西斑鳩町長

賞

受
賞
チ
ー
ム

優　

勝

郡
山
佐
保
川
ク
ラ
ブ

準
優
勝

三
輪
山
の
辺
桜
会

第
３
位

田
原
本
元
気
会

ジ
ャ
ス
ト
タ
イ
ム

安
堵
上
窪
田

観
察
ク
イ
ズ

上
牧
桜
ヶ
丘

じ
ゃ
ん
け
ん

穴
虫
西
喜
楽
会

輪
投
げ

郡
山
佐
保
川
ク
ラ
ブ

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

平
群
長
屋
王

当
日
賞

葛
城
市
寿
連
合
会

B
B
賞

白
鳳
会
鳳
友
会
Ｂ

順　
　
位

名　
前

市
町
村

優　

勝

藤
本
峯
雄

香
芝
市

準
優
勝

田
中　

保

香
芝
市

第
３
位

石
倉
誓
治

広
陵
町

第
4
位

満
留　

勇

香
芝
市

第
5
位

田
中
敏
雄

香
芝
市

第
6
位

金
澤
繁
樹

香
芝
市

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

鰺
坂
信
男

香
芝
市

優勝
第3位 準優勝

優　勝
郡山佐保川クラブ

第 3位
石倉さん

優　勝
藤本さん

準優勝
田中さん
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令
和
三
年
度
よ
り
、新
規
事
業
と
し

て
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
師
派
遣
事
業

（
通
称「
出
前
講
座
」）が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
市
・
郡
・
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
と
連
携
し
、高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・

生
き
が
い
づ
く
り
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

各
市
町
村
で
開
催
会
場
を
設
定
し
、遠

く
に
出
か
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
高

齢
者
が
地
元
で
気
軽
に
参
加
で
き
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
系
、文
化
系
の
出
前

講
座
・
出
前
講
習
会
等
を
提
供
し
、
元

気
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。
既
に
下
記
の

通
り
、実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

開
催
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、参
加
者

の「
楽
し
か
っ
た
」「
勉
強
に
な
っ
た
」

「
ま
た
利
用
し
た
い
」な
ど
、嬉
し
い
反

応
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
予
定
数
は
も
う
少
し
余
裕

が
あ
り
ま
す
。

　

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
師
派
遣
事
業

「
出
前
事
業
」

十
二・十
三

十
二・七

十
一・
三
十

十
一・
十
八

十・二
十
八

十・十
四

十・七
九・三
十

九
・二
十
八

九
・二
十
八

八・五
七・十
一

六・一
四・八
月　
日

実
施
済
み
講
座　
　
令
和
三
年

川
西
町
結
崎
団
地
支
部

桜
井
市
老
連

葛
城
市
南
道
穂
支
部

五
條
市
女
性
部
会

橿
原
市
老
連

田
原
本
町
老
連

生
駒
市
老
連
南
部

生
駒
市
老
連
中
部

生
駒
市
老
連
北
部

香
芝
市
女
性
部
会

初
香
台
長
寿
会

土
庫
老
人
ク
ラ
ブ
弥
生
会

葛
城
市
南
道
穂
支
部

香
芝
市
女
性
部
会

ク
ラ
ブ
名

マ
グ
ダ
ー
ツ

マ
グ
ダ
ー
ツ

マ
グ
ダ
ー
ツ

講
演
講
演
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操

マ
グ
ダ
ー
ツ

マ
グ
ダ
ー
ツ

マ
グ
ダ
ー
ツ

手
芸
講
習

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア

公
式
ワ
ナ
ゲ

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操

講
座
種
目

40 30 10 45 150 44 40 40 40 35 32 20 10 18 人数

二・二
十
一

二・十
八

一・十
八

月　
日

今
後
の
予
定　
　
令
和
四
年

生
駒
市
老
連
女
性
部

川
西
町
結
崎
団
地
支
部

平
群
町
女
性
部
会

ク
ラ
ブ
名

手
芸
講
習

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア

講
座
種
目

人
数
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〈 参 考 資 料 〉一 般 社 団 法 人

老 年 医 学 会 より  

フフ
レレ
イイ
ルル
のの
進進
行行
をを
予予
防防
すす
るる
たた
めめ
にに  

（一社）歯科衛生士会HPより” むすんでひらいて” の曲に合わせて

フレイル予防 

無理のない範

囲で、身体を

動かそう！ 
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〒636-0223　奈良県磯城郡田原本町鍵68-1　定休日／毎週水曜日　営業時間／10：00～18：30

（株）スズキ自販奈良 電動車いす課

私
た
ち
は
、
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す

私
た
ち
は
、
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す

令和 4 年 1 月 1 日年 2 回刊第181 号

― 11 ―

だ い ち ん じ ゅ



～ 日頃よりかんぽの宿をご愛顧いただきありがとうございます。 ～ 

奈良県老人クラブ連合会 会員様へ 

「かんぽの宿奈良」に、ご宿泊の方限定 

柿の葉寿司(鯖7個)のお土産付き 

さらにフロントで会員カードをご提示すると、 
ご同行者3名様まで 

(有効期限：2022年2月28日まで) 

ご予約の際に「大椿寿1月号を見た」とお伝えください。 

500円割引！ 
※お1人様1泊2食15,000円以上のプランをご利用のお客様さま 
※対象外のプランもございますので、詳しくは当宿までお問い合わせ  
 ください。 
※他の割引券・クーポン等はご利用いただけません。 

当宿 料理人のこだわりが 

詰まったイチ押し御膳 

お野菜を中心とした 

ヘルシーランチ 

2,000円 

お手軽価格のランチ＆入浴セット 
月ごとに料理内容を変えてご提供！ 

奈良県老人クラブ連合会 
会員様 限定特典 

【近畿のかんぽの宿のご案内】 

私
た
ち
は
、
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す

私
の
実
家
は
、
大
和
郡
山
市
の
西
方
、

現
在
の
奈
良
高
専
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

ふ
る
里
を
離
れ
て
七
十
年
に
な
り
ま
す
。

サ
ボ
テ
ン
会　

雑
木
林
と
私

宇
陀
市　

中
村
　
勇
治（
90
歳
）

カ
レ
ン
ダ
ー
を
捲
る
と
、
八
月
一
日

「
水
の
日
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

幼
い
頃
の
経
験
で
す
。
家
か
ら
三
キ
ロ

の
道
程
を
、
両
親
に
連
れ
ら
れ
雑
木
林
を

登
り
ま
し
た
。
密
集
し
た
櫟
の
木
を
順
番

に
蹴
っ
て
は
、
地
上
に
落
ち
た
カ
ブ
ト
ム

シ
や
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
な
ど
を
拾
っ
て
虫
籠

に
入
れ
、
あ
ち
こ
ち
と
歩
き
ま
し
た
。
丁

度
、
林
の
真
ん
中
あ
た
り
に
着
い
た
と
き

に
、
直
径
二
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
丸
い
穴
を

見
つ
け
ま
し
た
。
何
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

る
と
、穴
の
奥
か
ら
水
の
音
が
し
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
が
水
の
源
か
…
？
」

「
こ
の
水
が
下
の
田
ん
ぼ
の
稲
を
育
て
て

い
る
ら
し
い
な
」

と
思
い
な
が
ら
、下
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

水
を
溜
め
て
、喉
が
渇
け
ば
冷
た
い
水
に

顔
を
近
づ
け
て
、よ
く
飲
み
ま
し
た
。

林
の
中
に
は
、
猿
や
猪
な
ど
が
住
み
、

彼
ら
の
天
国
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
は
杉
、
桧
の
山
に
変
わ
り
、

木
々
は
勢
い
よ
く
伸
び
、
青
々
と
葉
は
茂

り
、
日
の
光
が
そ
の
透
き
間
か
ら
チ
ラ
チ

ラ
す
る
程
度
で
淋
し
く
、
冷
た
い
地
下
水

の
わ
き
出
る
姿
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
自
然

の
中
で
息
づ
い
て
い
た
二
十
軒
の
村
も
、

次
第
に
過
疎
化
し
て
い
く
一
方
で
す
。

お
正
月
の
思
い
出

�

葛
城
市
　
山
崎
　
チ
ヱ
子
（
90
歳
）

　

お
正
月
の
思
い
出
で
す
。
私
は
、
男

三
人
、
女
四
人
の
七
人
兄
弟
で
し
た
。

　

父
は
軍
人
上
が
り
で
、
厳
格
で
し
た

が
、思
い
や
り
の
あ
る
ひ
と
で
し
た
。母

も
働
き
者
で
、
春
に
は
部
屋
中
に
蚕
を

飼
っ
て
、昼
夜
働
い
て
い
ま
し
た
。

　

お
正
月
、元
旦
の
祝
雑
煮
は
、男
性

が
炊
く
風
習
で
し
た
。
母
が
、大
晦
日

の
夜
の
う
ち
に
、大
き
な
鍋
に
野
菜
な

ど
の
具
を
入
れ
て
、雑
煮
を
仕
掛
け
て

お
き
ま
す
。
元
日
の
朝
、父
が
一
番
に

起
き
て
、か
ま
ど
で
炊
く
の
が
お
き
ま

り
で
し
た
。
そ
の
薪
も
、豆
柄
で
炊
く

の
が
風
習
で
し
た
。
父
は
、綿
入
れ
の

着
物
を
着
て
前
掛
け
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

火
鉢
で
餅
を
焼
き
、ま
ず
神
様
仏
様

に
供
え
て
、そ
の
後
家
族
で
祝
い
ま
す
。

父
は
常
に
上
座
で
、家
族
は
丸
く
輪
に

な
り
雑
煮
を
祝
い
ま
す
。
父
は
酒
の
飲

め
な
い
人
で
、赤
玉
酒
で
舌
鼓
を
打
っ

て
い
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

私
も
、縞
模
様
の
着
物
を
着
て
い
ま
し

た
。
正
月
用
煮
物
は
、丸
い
段
重
ね
の

瀬
戸
物
の
容
器
に
、母
の
手
作
り
料
理

が
色
々
詰
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
中
で
も

棒
鱈
の
煮
付
け
た
も
の
が
凍
っ
て
い
る

の
が
好
き
で
し
た
。
野
菜
や
餅
の
入
っ

た
雑
煮
も
、大
好
き
で
お
か
わ
り
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
先
に
な
り
ま
し
た
が
、
老
い
る
ほ

ど
に
、
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
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私
た
ち
は
、
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す

調理済み
すぐお召し上がりの場合

がおすすめ！

水
産
会
社
の
プ
ロ
が
選
ん
だ

高
級
ず
わ
い
が
に

＃ステイホームでもアットホームで旅行気分に！

提
供\

浜
坂
漁
港(

隆
栄
水
産)

※年内最終発送は �� 月 �� 日まで、年始の発送開始は � 月５日からの発送となります。

　    令和３年 ��月��日～令和４年３月��日発送期間

ゴートゥーマイホーム　　  

御所の魅力
ロケ地を巡る！

奈良県民でワクチン接種を
2 回受けられた方のみ
参加できます。

全国公開全国公開
近日スタート

�月��日　・��日　・��日日 祝 土旅行日時

  集　合

コース

参加費

近鉄御所駅 時計台南　９時 ��分

近鉄御所駅 �:��　　　居酒屋八三一　　　　モリソン万年筆
カフェ　　鴨都波神社　　近鉄御所駅　　梅本とうふ店
　　葛城酒造　　郵便名柄館 ( 昼食 )　　さんろくのおうち　　
　高天彦神社　　高天寺橋本院　　杉浦邸　　五百家の選果場
　　　葛城公園　　　近鉄御所駅 ��:�� 頃

マイクロバスと徒歩での移動になります。

�,��� 円 ( 交通費、昼食代、傷害保険代金を含みます。) 

最小催行
　人 数

おひとり様 ��,��� 円　 �,��� 円 ( ワクチン接種割引 )　 �,��� 円 ( 市の補助にて )

�� 名

焼きがにでもおいしくお召し上がりいただけます。

申込方法
電話申込の場合

店頭申込の場合
商品代引の場合は代引手数料 ��� 円 ～ ��� 円が別途必要となります。

店頭払い ( 現金およびクレジットカード ) か商品代引を
お選びいただけます。

〒639-2303 奈良県御所市末広町 170 番地

Tel . ����-��-����   

Fax. 0745-63-1719　Mail: stc@kcn.ne.jp

お申込みとお問い合わせは

株式
会社

新型コロナウイルスの感染状況により、キャンペーン期間・内容等変更となる場合があります。

����年２月４日

今と未来、奈良と世界をつなぐ映画制作プロジェクト

４

５

６

　お名前  　住所　  連絡先  　お届け先  　注文商品と
注文個数　   お届け希望日   をお伝えください。

� � � �

�

支払方法は商品代引となります。

�

こ
う
し
た
雑
木
林
が
自
然
に
支
え
ら
れ

て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
な
が
ら
、

私
た
ち
が
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
け
る

「
水
源
を
確
保
で
き
る
場
」

「
皆
ん
な
で
守
ろ
う
水
未
来
」

に
と
願
い
な
が
ら
、思
い
出
深
い
清
水
の

湧
き
出
る
場
所
へ
、私
は
い
つ
か
枝
を
た

よ
り
に
登
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
恩
に
支
え
ら
れ��

生
き
て
い
る

天
理
市　

堀
内
　
房
子（
96
歳
）

私
た
ち
は
衣
食
住
を
は
じ
め
、
身
の

回
り
の
人
々
の
働
き
、
又
は
文
字
や
言

葉
、
芸
術
な
ど
の
文
化
的
な
も
の
の
お

か
げ
で
日
々
楽
し
く
生
活
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
家
庭
や
社
会
、
国
が
あ
っ

て
今
の
暮
ら
し
が
成
り
立
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は

自
然
の
働
き
に
も
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
の
命
は
数
限
り
な
い

祖
先
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て

き
た
も
の
で
す
。
そ
の
間
に
一
度
で
も
断

絶
し
て
い
た
ら
、
私
た
ち
は
今
こ
こ
に

存
在
し
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
命

は
子
ど
も
、
孫
、
曾
孫
た
ち
へ
と
次
の

世
代
に
伝
え
ら
れ
て
行
き
ま
す
。
社
会

全
体
も
、
地
球
そ
の
も
の
も
同
じ
よ
う

に
次
の
世
代
へ
と
つ
な
い
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

そ
れ
を
考
え
る
と
「
自
分
は
恩
を
受

け
た
と
思
わ
な
い
」「
昔
の
こ
と
な
ど
知

ら
な
い
」
な
ど
と
言
う
こ
と
は
で
き
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
の
生
き
て
い
く
上
で
考
え
る
と
、

多
く
の
恩
恵
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い

う
自
覚
を
持
っ
て
、
日
々
に
感
謝
し
つ
つ

暮
ら
し
て
い
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

秋
の
ひ
と
日

�

大
和
郡
山
市　

村
田
　
博
子（
82
歳
）

　

多
く
の
都
道
府
県
で
コ
ロ
ナ
関
係
の

制
限
が
解
除
さ
れ
た
十
月
の
あ
る
日
、

私
は
外
出
に
誘
わ
れ
ま
し
た
。
眞
子
様

の
結
婚
さ
れ
た
翌
日
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
年
齢
の
私
で
さ
え
、ど
こ
か
へ
出

か
け
た
い
と
思
う
く
ら
い
だ
か
ら
、
他

の
人
も
、出
か
け
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

皆
に
心
配
さ
れ
な
が
ら
、リ
ュ
ッ
ク
を
背

負
っ
て
、シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
押
し
て
家
を

後
に
し
ま
し
た
。

　

奈
良
方
面
へ
。
行
基
菩
薩
さ
ん
の
と

こ
ろ
で
待
ち
合
せ
、大
仏
殿
へ
と
向
い

ま
し
た
。
世
の
中
の
人
、皆
お
で
か
け
を

待
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
幼
稚
園
の
遠

足
か
ら
中
学
生
、高
校
生
の
修
学
旅
行
、

一
般
の
人
た
ち
な
ど
、来
る
わ
来
る
わ
。

や
っ
ぱ
り
奈
良
は
、ゆ
っ
た
り
と
見
学
で

き
る
良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
わ
せ
る
人
の
数
。

私
た
ち
も
、
大
仏
殿
か
ら
春
日
大
社

へ
ゆ
っ
た
り
ゆ
っ
た
り
歩
い
て
ま
わ
り

ま
し
た
。
途
中
、
寄
っ
て
く
る
人
な
つ

こ
い
鹿
た
ち
に
も
会
い
、
心
配
さ
れ
な

い
う
ち
に
と
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

少
し
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
か
な
ァ

と
思
う
一
日
で
し
た
。

令和 4 年 1 月 1 日年 2 回刊第181 号
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小
西
榮
依
子 

選 

短
　
歌

冬
す
み
れ
店
頭
に
置
く
美
容
室

宇
陀
市

松
田
年
子

亡
き
人
の
育
て
し
大
根
肥
り
け
り
葛
城
市

安
川
し
げ
子

北
窓
に
張
り
付
く
音
や
冬
将
軍

葛
城
市
三
島
チ
ヅ
子

凍
雲
の
終ひ
ね
も
す日
重
き
三
輪
の
山

天
理
市

岩
本
芳
子

昨
日
よ
り
今
日
膨
ら
み
ぬ
冬
木
の
芽
天
理
市

豊
島
和
美

凍
て
星
や
昭
和
の
明
か
り
一
人
消
え
田
原
本
町

今
西
良
子

初
写
眞
家
族
揃
っ
て
ハ
イ
ポ
ー
ズ
宇
陀
市

古
宮
光
子

さ
り
げ
な
き
言
葉
添
へ
ら
れ
年
賀
状
大
和
郡
山
市

西
田
眞
希
子

夫
も
子
も
孫
も
健
や
か
去
年
今
年
宇
陀
市

加
藤
勝
代

独
り
居
に
響
き
沁
み
入
る
除
夜
の
鐘
田
原
本
町

片
岡
ヤ
ス
子

初
日
受
く
松
は
津
波
に
耐
へ
し
松
上
牧
町

田
中
豊
治

〆
縄
に
集
う
小
鳥
や
わ
ら
べ
う
た
葛
城
市
外
輪
加
寿
代

杖
を
つ
く
我
の
背
を
押
す
春
の
風
御
所
市
岩
戸
田
鶴
子

夢
の
中
母
に
連
れ
ら
れ
土
筆
取
り
香
芝
市

奥
村
正
美

あ
と
何
度
佐
保
の
桜
の
花
の
宴
大
和
郡
山
市

松
本
義
徳

お
詣
り
の
坊
さ
ま
衣
汗
染
み
て

田
原
本
町

今
西
良
子

恙
な
し
三
日
三
晩
の
土
用
干
し
川
西
町

井
澤
清
美

遠
花
火
昔
話
し
に
花
が
咲
き

葛
城
市

熨
斗
秀
興

庭
石
を
ぐ
る
り
と
囲
み
苔
の
花 

吉
野
町
橋
本
佳
代
子

秋
刀
魚
焼
き
匂
い
籠
れ
る
我
が
家
か
な
河
合
町

阿
部
妙
子

刈
り
終
え
た
落
ち
穂
に
遊
ぶ
雀
か
な
田
原
本
町

西
本
久
子

夫
病
む
は
な
れ
て
き
づ
な
知
る
夜
長
天
理
市
山
口
ヨ
シ
エ

コ
ス
モ
ス
の
迷
路
に
は
し
ゃ
ぐ
吾
子
の
声
大
和
高
田
市

土
井
悠
子

五
輪
去
り
世
も
静
ま
り
て
露
の
畑 

大
和
郡
山
市

植
村
淳
子

だ
ん
だ
ん
に
秋
の
深
さ
を
思
う
夜
葛
城
市

松
村
澄
子

落
日
に
真
っ
赤
な
カ
ン
ナ
炎
舞
す
る
川
西
町

井
澤
　
徹

名
月
を
厨
の
窓
に
迎
え
け
り

生
駒
市
現
王
園
道
子

透
き
通
る
割
れ
目
の
石
榴
粒
ま
ぶ
し
御
所
市

芝
田
清
美

一
輪
や
又
一
輪
の
秋
桜

山
添
村

今
仲
幸
子

遊
歩
道
朝
の
散
歩
の
爽
や
か
に

大
淀
町

庄
司
久
子

行
合
の
予
定
な
き
空
稲
光
り

河
合
町

大
西
利
恭

台
風
去
り
元
に
並
べ
し
鉢
数
多

香
芝
市
中
岡
美
佐
子

秋
白
し
杏
林
逝
く
と
耳
に
せ
り

河
合
町

野
村
継
男

山
水
を
飲
ん
で
手
袋
忘
れ
来
し

宇
陀
市

水
口
桃
江

年
が
明
け
歳
を
重
ね
る
め
で
た
さ
を
し
み
じ
み
感
ず
る

病
夫
と
共
に

難
病
の
手
を
ふ
る
わ
せ
て
あ
む
し
め
縄
小
春
日
和
の
夕

日
あ
み
込
む

御
在
所
岳
若
葉
ひ
と
色
朝
陽
あ
び
紅
一
点
の
ゴ
ン
ド
ラ

上
る

君
が
代
に
メ
タ
ル
掛
け
合
い
満
面
の
汗
と
涙
の
笑
顔

輝
く

敷
き
詰
め
し
い
ち
ょ
う
落
葉
を
踏
ん
で
行
く
ソ
ロ
リ
ソ

ロ
リ
と
少
女
が
二
人

卒
寿
を
ば
六
つ
越
え
た
る
良
日
に
奈
良
墨
を
す
り
詠
進

歌
書
く

本
年
の
一
等
米
の
お
米
を
ば
戦
地
で
果
て
し
義ち

ち父
に
と

供
ふ

わ
が
身
を
ば
亡ほ
ろ

ん
で
も
と
根
性
を
証あ
か

す
小
池
知
事
の

東ち京
で
孫
が
住
む

台
風
の
映
像
見
る
た
び
わ
が
家
族
変
ら
ぬ
暮
ら
し
出
来

る
幸
わ
せ

蝉
の
声
消
え
て
庭
隅
の
コ
オ
ロ
ギ
の
声
に
季
節
の
変
り

目
を
知
る

幾
星
霜
摩
文
仁
に
祀
ら
む
兄
の
石い
し
ぶ
み碑
め
ぐ
る
八
月
思
ひ

あ
ら
た
む

梅
雨
明
け
を
句
会
に
行
き
し
体
調
が
戻
り
安
堵
す
仲
間

に
も
会
い

仏
壇
に
飾
り
し
亡
き
子
の
顔
写
真
笑
う
日
あ
れ
ば
怒
る

日
も
あ
り

我
が
病
み
て
妹
の
最
期
見
送
れ
ず
日
毎
夢
見
る
過
ぎ
し

日
の
事

旧
姓
と
ア
ダ
名
で
は
ず
む
ク
ラ
ス
会
大
淀
町

上
坂
敏
一

ま
だ
生
き
る
気
で
し
ま
い
込
む
不
用
品
大
和
高
田
市

川
合
裕
子

百
歳
を
も
て
は
や
し
た
も
遠
い
過
去
宇
陀
市

松
川
輝
蔵

か
ざ
ら
な
い
笑
い
と
び
だ
す
バ
ス
ツ
ア
ー
田
原
本
町

西
本
久
子

気
づ
く
歳
野
に
咲
く
花
の
つ
つ
ま
し
さ
大
和
郡
山
市

稲
垣
明
子

生
き
て
い
る
証
の
よ
う
に
友
が
来
る
大
和
郡
山
市

植
村
淳
子

空
蝉
や
道
に
こ
ろ
が
る
秋
近
し

田
原
本
町

今
西
良
子

休
刊
日
決
ま
っ
て
起
き
る
大
事
件
葛
城
市

熨
斗
秀
興

知
ら
ぬ
間
に
マ
ス
ク
の
下
は
ほ
う
れ
い
線 

葛
城
市
三
島
チ
ズ
子

あ
う
ん
の
夫
婦
今
じ
ゃ
歯
車
か
み
あ
わ
ず
大
和
高
田
市

猶
原
重
男

遠
く
よ
り
卒
寿
の
祝
い
孫
集
い

葛
城
市

松
村
澄
子

充
電
を
し
た
い
私
の
物
忘
れ

橿
原
市
光
宗
由
美
子

返
納
か
更
新
迷
う
八
十
路
か
な 

川
西
町

井
澤
　
徹

コ
ロ
ナ
禍
で
メ
ガ
ネ
補
聴
器
足
す
マ
ス
ク
大
淀
町

庄
司
久
子

晩
秋
に
塩
鮭
食
す
夕
ご
膳

御
所
市
太
田
ヒ
サ
ヨ

無
駄
話
サ
ロ
ン
活
動
役
に
立
ち
大
和
郡
山
市

上
田
周
治

寝
た
き
り
に
な
ら
ぬ
約
束
一
万
歩
山
添
村

今
中
幸
子

子
か
ら
孫
い
つ
ま
で
続
く
お
年
玉
葛
城
市

猪
木
武
久

曾
孫
生
ま
れ
役
に
立
つ
子
に
育
つ
よ
う
生
駒
市

大
塚
嘉
子

正
月
や
元
気
装
お
う
孫
の
前

葛
城
市
外
輪
加
寿
代

大
楠 

紀
子 

選

川
　
柳

和
田 

富
子 

選

俳
　
句

葛
城
市

坂
口
君
代

葛
城
市
外
輪
加
寿
代

橿
原
市

杉
田
恭
子

桜
井
市

森
本
和
雄

大
和
高
田
市

今
中
恵
美
子

天
理
市

堀
内
房
子

大
和
郡
山
市

村
田
博
子

大
和
郡
山
市

植
村
淳
子

田
原
本
町

西
本
久
子

黒
滝
村

林
寿
美
枝

山
添
村

今
中
幸
子

葛
城
市

熨
斗
秀
興

葛
城
市

村
田
和
子

葛
城
市

松
村
澄
子

お詫びと訂正
　

令
和
3
年
7
月
1
日
号（
百
八
十
号
）掲
載
の「
短
歌
」

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

＊
十
四
ペ
ー
ジ

　

二
行
目　

木
村
様
の
お
名
前

　
　
　

誤　

弘
子　
　
　

正　

博
子
様

　

三
行
目
の
お
歌
の
お
名
前

　
　
　

誤　

葛
城
市　

三
島
チ
ヅ
子

　
　
　

正　

大
和
高
田
市　
今
中
恵
美
子
様

　

葛
城
市　
三
島
チ
ヅ
子
様
の
お
歌

　
使
い
方
に
漸
く
馴
れ
て
ス
マ
ホ
持
つ
姉
は
度
々
脳
ト
レ
を
す
る

　

読
者
の
皆
さ
ま
、関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
、大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。



私
た
ち
は
、
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す

私
た
ち
は
、
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す

医師会は新型コロナウイルス感染症の

対策に全力で取り組んでいます

新型コロナウイルスワクチンを接種できる方は、

積極的に３回目の追加接種を受けていただき、

みなさんで集団免疫の状態を続けて

コロナウイルス感染症を克服していきましょう。

奈良県医師会
Nara Medical Association

ウェブサイト http://nara.med.or.jp
奈良県医師会会長

安東 範明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

電話口 お金の話 

それは詐欺! 

あなたの街の信用金庫です! 
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「
明
け
ま
し
て

�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　

コ
ロ
ナ
禍
に
み
ま
わ
れ
続
け
る
中
、

い
か
が
お
過
し
で
す
か
。

　
「
お
正
月
の
思
い
出
」は
、私
に
も
描

け
る
正・

・月
で
、残
し
て
い
る
習
慣
も
あ
っ

て
ほ・

・

・

・

っ
こ
り
し
ま
し
た
。投
稿
が
誠
に
少

な
い
で
し
た
が
、時
代
が
大
き
く
変
わ
る

こ
と
へ
の
不
安
が
募
り
ま
す
。堀
内
さ
ん
、

中
村
さ
ん
の
思
い
も
伝
わ
っ
て
ほ
し
い

で
す
。
身
近
な
お
話
を
、ご
投
稿
下
さ
い
。

　

二
回
予
防
接
種
で
安
心
を
戴
き
、喜

ん
で
い
た
の
は
束
の
間
で
し
た
。
恐
ろ

し
い
新
変
異
株「
オ
ミ
ク
ロ
ン
」。
最
大

の
警
戒
心
を
持
つ
よ
う
促
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
の
私
た
ち
の
周
辺
で
は
平
静
で
す
。

　

し
か
し『
人
生
一
〇
〇
年
時
代
』
と

聞
け
ば
、高
齢
者
に
な
っ
て
も
心
身
の

フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）が
敵
で
す
。
無
理
な

く
フ
レ
イ
ル
予
防
を
―
短
歌
、
俳
句
、

川
柳
、文
学
―
す
る
こ
と
は「
大
椿
寿
」

へ
の
投
稿
が
一
番
で
す
。

　

明
る
い
未
来
は
奈
良
で
生
ま
れ
ま
す
。

河
瀬
直
美
映
画
監
督
が
、ユ
ネ
ス
コ
親
善

大
使
と
な
ら
れ
た
こ
と
。令
和
十
三
年
に

は「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」が
開
か
れ
る

こ
と
。
奈
良
盆
地
の
中
央
に
広
が
る「
大

和
平
野
中
央
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」な
ど
で
す
。

　
「
百
歳
で
は
足
り
な
い
よ
」と
の
、皆

さ
ん
の
声
が
聞
こ
え
ま
す
。

�

（
岡
林　

巧
子
）

編

集

後

記

 「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」
は
七
つ
の
運

動
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

椅
子
に
座
っ
て
す
る
体
操
⑦
で
す
。

　
前
屈
す
る
時
、息
を
止
め
ず
、最
後
に

息
を
吐
き
切
る
と
、背
中
や
腰
が
し
な
や

か
に
な
っ
て
、リ
ラ
ッ
ク
ス
出
来
ま
す（
腰

背
部
の
ス
ト
レ
ッ
チ
）。浅
く
腰
を
か
け

る
と
、動
き
や
す
い
で
し
ょ
う
。

�

（
次
号
は
気
づ
き
の
体
操
）

●ひじかけのない安定した椅子を使いましょう。
●少し浅く腰をかけ、姿勢を正しく保ちましょう。
●音楽「リズムローレン」に合わせて行いましょう。
●畳やカーペットに腰をおろしてもできます。

～椅子に座ってする～椅子に座ってする
体操～体操～

いきいきクラブ体操いきいきクラブ体操

私
た
ち
は
、
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
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